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Reports
小便の雨を降らせる場面や、十九世紀の作家の小説ヴィクトル・ユゴー『ノートルダム・ド・パリ』に描かれた大聖堂とそこに存在する人々などにも光が当てられた。後者では、古典主義的な均整のとれた美よりも、ゴチック建築のいびつで奇怪な側面がはらむ想像力と生命力を讃美するユゴーの思考、 「グロテスク」の美学が大聖堂を舞台に展開されていることを田村氏は述べられた。一八四五年よりパリのノートルダム大聖堂の修復工事を行ったヴィオレ＝ル＝デュック 仕事を考察す うちに、ゴシック幻想、城塞、塔、怪物 イメージが建築物に刻み込まれ、中世が再創造された経緯もあぶり出 きた。　
さらにイシス神話についてもお話は展開されていった。サ
ン・トゥスタッシュ教会近く 庭で発見さ 女神の青銅製頭部がパリ市の守護女神だったイシスのものと判断され、 「多くの者たちは、パリ市の名称は
«para isi»
に由来する、つまりパ
リ市がイシス神殿 近くにつくられ からだと信じている。それゆえパリ市の紋章には、イシスが乗ってこ 地にやって来た「舟」が描かれている である
1」というモレリ『歴史事典』
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